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C－29 身長に対t る興休話劇度の蒙翼のアロメy- リー

　　　　　　　－＼<] ･ zo歳暇-tr についてｰ

　　　お幕｡ク,水女大家政。o家簒奪理子　鳥知啓子　　看林大医　芦堆玖珠

目的：従来フロメI- ･) -は，軸物・主K 成長引牛なう形態t It % 把握-^ h 今段ヒI て用

られX きTこ｡しヵヽし，　cross-sectional data Hi扱う場合a, Vしう成長段躇の冪いヽ集団

ついて，比較-i る2 つク,形噴・木目対的な萱緊乞aわ-t のに有勤な与法と考えられる。

そこで吟回は，衣服設計のT-: め・甚碍t.して，成長ヵくほぼ痔ぶレ↑こし乃i られる円･ zo

歳男^乞対豪に，身長n打る利率詩劇贋ﾀ管瞑にっIぺ, 7ロｘトり- の与珠乞用I' て

掃討tる- いこしX-。
　かまヽ：貿料,まいnμ～,T耳に工業政術陳が｀行な，すジ日本人州孝裕調査資料。(7)う■t>，

i°i■i<i歳!卜r各ﾉ,oc,副馬計2,o・四･にっい1 a,削4各十須･ぼ一タrある。

　嘉博となi. it a fcしT-身長をt。･)みず，これt下賤長。袖丈，噴丈，哨肩喩胸|恥腰

in のfc項目ヒ<7)関連Kついて鴇討しTこ。t なわ乃肩長河轍～の各項目の平内値，および各

項目の愕猿啄の肩長･り平均値ｔフ・a ･･/トし，これ｡ヽら膏科冷,を統みと-･て, 各徊にっｊア

□メトり一式を求めた。

　結果：男子でμ下昨乱ir子では袖丸*l 丈が｀岸相了ロメI-リーをみt．背高It 13 ?

r'今相。文5-で｀糾目と栂雑な様梢を11 %。胸囲，溥同列ll径2 塙目はいずれも!男子Z'3

相，女5- では2?日を.t-1 i:考えられる。

　c－30 幼児服設計のTこIf) ">基礎的研見(第/ 柾)一幼児･り成長様相一

　　　　十丈字タ圓ヤ短人　O古松弥生　闇東学院々鎮火　岡田£子

　　　　u｀条り水々人参坑　三田村陽子　栗原沌代

　日的幼児丿反設封りなりの基礎的研見乙i T. . 幼児を対尿としマ和本計測を行なバZ,

第／杖でμ，幼児ノ)成長株木目i 払握すろことを目的乙すろ・

　方法　賃粁･乙昭赤口以午7月～？月; -,来集却奎島・.のえo ，竹り乖背圓f f伊けT 倚た

/0ヶ月々ヽう6歳Ｊヶ月* T ・)男児ｸT3 剔-it児μf｀名,計/ダμyS がある．村刈項i 心了頌

s rあろ（ヤ回はそのうちの長径四如(身長・下肢長(絲骨練あをそのままifいヽre )

よ,玖長･ 足長)，紬径え項S (肩峰幅・腰卸積猿払ﾉ勃互いり(頭囲・胸匯ト肢囲■ 徘

圈　よ一腕最大.圈■ 大腿最人Ifi)及び｀体If ・合計/i項目I'-フいて，性則・午齢別に統計処理

i 行ない，初児のべ長桔相を検封けこ.

　鯖果　/)幼児期･-- n, 全項a とも漸増するヵヽ゛，体重の成長速度が｀最もA机男-*- z ･む･

灘f'は，I 歳り斗,/倍となろ．i)長径項a ・)なヵヽ7" It下肢長・)成長汀最も急追rあ')下放

乙よ-;

占りろ割今･剔

禰目り

征乙の秀>^ 午齢ひヽ‘'進むヽりえヽ･ヽ増人すゐ．ﾀ)周縁墳S r- お'ヽヽてIt, ilifl, X一腕最夫回り戌長

は緩慢r あろ, i μ人腿武人圀の成長は危ヽ恚t"*)心り八太腕最大囲心だ腿気人團乙りA-

(j 午斬ド進むに統いf^人I ろ. 躯幹却の旧縁順aバ"It, ^寥囲・,践長が羞むく．／歳マ '■*休

園iり匈回よいI-いヽ【々jLマ゛は万歳，男児r/まj^々ヽラ胸置】よ'i 人?くな■) 今齢川志V

に徒いそめχ･? 増八する. f )




